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【研究成果の概要】 （文 字 の大 きさ 9 ポイ ント ・ 字数 800 字 ～ 1600 字程 度）

本 研究 で は標 記課 題 に取 り組 む ため 、主 と して 二つ の アプ ロー チ に即 して 調 査研 究を 行 った 。

 第 一に 、 中学 生及 び 通級 指導 教 室担 当教 師 及び クラ ス 担任 教師 に 質問 紙調 査 を行 った 。 質問 紙は 、

ADHD RS‐Ⅳ （日 本 語版 ）及 び ADHD RS‐Ⅴ （未 邦 訳）、 自尊 感情 尺度 （ Rosenberg  1965）、 仮 想

的有 能感 尺 度（ Assumed Competence  Scale  vers ion  2、 速水 2003）、攻 撃の 置 き換 え傾 向 尺度

（ Displaced  Aggress ion  Quest ionnaire）（ 日 本語 版）等 を参 考に し て作 成し た 。作 成し た 質問 票に つ

いて は、A 市の 教育 委 員会 学校 指 導課 及び A 市中 学校 長 会、A 市通 級指 導教 室 利用 生徒 及 び保 護者 の

協力 を得 て 、予備 調査 を実 施し、調査 項目 の 妥当 性を 確 認し た。ま た先 行研 究 及び 予備 調 査の 結果 か

ら、自尊 感 情と 仮想 的 有能 感の 高 低に 基づ い て、全能 型 、自 尊型 、仮想 型、萎 縮型 の四 類 型が 想定 さ

れ、そ れ ぞ れの 生徒 の 自尊 感情 を 支持 する 成 功体 験の 有 無等 に違 い があ る可 能 性を 想定 し て調 査研 究

を進 めた 。

本 調査 で は、 通級 指 導教 室を 利 用し てい る 、あ るい は 利用 経験 の ある 87 名 の生 徒の 協 力を 得た 。

また 比較 群 とし て大 学 3 年生 の 44 名に 対し て も同 じ質 問 紙調 査を 実 施し た。 通 級利 用者 と 大学 生と

で仮 想的 有 能感 の四 類 型を 比較 し たと ころ、大学 生は 自 尊型 が多 く 、全能 型が 少な いの に 対し、通級

利用 者は 仮 想型 が多 く 、自 尊型 が 少な い分 布 とな り、仮 想的 有能 感 に注 目し た 検討 の有 効 性が 示唆 さ

れた 。置 き 換え られ た 攻撃 性の 下 位概 念と し ての 八つ 当 たり 行動 の 特性 に関 し ては 、他 者 軽視 傾向 の

強さ から 、他者 から の 危害 に対 し 、自 身の 自 尊感 情を 傷 つけ られ る こと に対 す る防 衛的 な 反応 を示 す

こと が示 さ れた 。ま た 自尊 感情 と 他者 軽視 が 八つ 当た り 行動 に与 え る影 響に つ いて は、大 学生 では い

ずれ につ い ても 関連 が 見ら れず 、通級 利用 者 では 他者 軽 視の 強さ が 八つ 当た り 行動 に関 連 して いる こ

とが 確認 さ れた 。こ の こと から 通 級利 用者 に おけ る八 つ 当た り行 動 につ いて は 、当 該生 徒 の障 害特 性

のみ なら ず 、他 者軽 視 傾向 に注 目 した 支援 が 必要 であ る こと が示 唆 され た。ま た通 級利 用 者で は仮 想

的有 能感 が 高い 場合 は 自尊 感情 が 低い とい う 傾向 があ っ たこ とか ら 、八つ 当 た り行 動が み られ る生 徒

に関 して は 、そ の他 者 軽視 傾向 の 強さ だけ で なく 自尊 感 情の 低下 、また 内面 に おい て怒 り の固 執や 報

復の 企図 を 有し てい る 可能 性が あ るこ とが 示 唆さ れた 。その ため 情 緒面 での 支 援を 要す る 中学 生に 対

して は、生 徒の 表面 的 な八 つ当 た り行 動の み らず 、表 面 化し てい な い内 面的 な 怒り や報 復 企図 の存 在

に注 目す る 必要 性が 示 され た 。な お 、第 一の アプ ロー チ につ いて は 澤尻 紘輝（ 本学 大学 院 修了 、現在

東京 都内 公 立特 別支 援 学校 勤務 ） の協 力を 得 た。

 第 二に 、観察 可能 な 八つ 当た り 行動 のみ な らず 、内 面 的な 怒り の 感情 等に 注 目し た事 例 検討 を行 う

ため 、通 級 指導 教室 等 を利 用す る 生徒 2 名の 協力 を受 け 、通 級利 用 時の 個別 課 題の 時間 等 を用 いて 、

感情 等に 関 する 記述 を 蓄積 して も らい 、質 的 検討 を行 っ た。方法 は アン ドロ イ ド等 を活 用 する 経験 サ

ンプ リン グ 法（ Hofmann & Pate l  2014、 Conner  2014、尾崎 2015 など ）と、これ らの 方 法を 用い て

精神 疾患 の 治療 効果 を 報告 して い る雨 宮（ 2016）等の 先 行研 究を 参 考に 検討 を 行っ た。そ の結 果、例

えば「 友人 等と 口論 を した 後も、頭の 中で 口 論を 継続 し てい る 」、他 者か ら危 害 を加 えら れ たと きに 、

「仕 返し を する こと を 想像 して い る」、「仕 返 しを しな い と気 が晴 れ ない 」と い った 記述 が みら れ、計

量調 査で 見 られ た「報 復の 企画 」の指 標と 同 様の 結果 が 見ら れた 。しか し 、サ ンプ ル数 が 少な いこ と

や、感情 の 言語 化の 困 難さ 等の 課 題が 残り 、八つ 当た り 行動 や報 復 企図 の先 行 条件 を解 明 する には 至

らな かっ た 。

 今 後は 、経験 的サ ン プリ ング の 追跡 調査 の 方法 、心 理 的ウ ェル ビ ーイ ング な どと の関 連 を検 討す る

必要 があ る 。ま た通 級 指導 教室 等 への 実践 の 具体 化に つ いて は、引 き続 き協 力 校へ のフ ィ ード バッ ク

等を 行う こ とに より 、 指導 内容 や 方法 への 実 践的 示唆 を 提示 した い と考 えて い る。  

【研究成果発表方法】
分析経 過 ・成 果の 一 部を 既に 以 下の 学会 発 表に て行 っ た。 澤尻 紘 輝・ 村山  拓「 通級 指 導教 室を 利

用す る中 学 生の 仮想 的 有能 感に 関 する 検討：自尊 感情 と の関 連に 注 目し て 」（ 日本 特殊 教 育学 会第 56
回大 会（ P1-82、平 成 30 年 9 月 ）、 T.  Murayama “Se l f -Esteem and Divers i ty  Educat ion :  A 
Comparat ive  Study” ,  The  Asian  Conference  on  Educat ion  2018”（ Sess ion  Ⅲ :  Educat ion  and 
Dif ference , 平 成 30 年 10 月 ）。 また 、 A 市 の特 別支 援 学級 ・通 級 指導 教室 教 職員 研修 に て分 析経 過

の一 部を 報 告し た（ 平 成 31 年 2 月）。 今後 、日 本特 殊 教育 学会 第 57 回大 会 等 の関 連す る 学会 での 発

表、 本学 紀 要、 関連 す る学 術雑 誌 への 投稿 を 予定 して い る。

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。




